
平成１９年度　学校評価　外部評価報告書

県立農業高等学校（定時制）

１　本年度の学校重点目標 ２　本年度の学校経営方針

３　自己評価結果（A～D)

領域 評価の観点 評価項目 具体的目標
⑱後期
評価

⑲後期
評価 評価 改善の方策

・学校のホームページの更新がなされているか 3.6 3.1

・定時制便りを発行し、保護者に学校の情報を提供しているか 3.9 3.9

・学校評議員会を年２回実施し、意見を学校運営に反映させているか 3.1 3.2

・地区懇談会を実施し、学校運営に反映させているか 2.9 2.9

・県農祭や餅つき大会等の学校行事への参加を呼びかけているか 3.2 3.7

・授業参観や保護者懇談会を実施し、生徒理解がなされているか 3.3 3.4

・中学訪問をし、本校受検者の増大を図っているか 2.4 3.8

・生徒会を中心とした学校行事や学年行事が活発に行われているか 3.8 3.9

・部活動が活発に行われているか 3.6 3.8

・体力の増進を図るとともに健康安全指導が充分なされているか 3.2 3.4

・学校、家庭、職場との連携を密にして、生徒の内面理解に努めているか 3.6 3.4

学校マニュアルの策定 ・学校の危機管理マニュアルを作成し、定期的に訓練を行っているか 3.3 3.3

防災教育の取組 ・地震・火事を想定した防災訓練の実施と防災意識の高揚を図っているか 3.2 3.3

生徒指導方針の確認と指
導体制の推進

・年度当初に生徒指導方針を明確に職員・生徒に示し、学期ごと（月ごと）に達成度
の確認がなされているか（「絆」の発行）

3.5 3.8 A
・職員の共通理解を徹底する。

・４月当初の個人面談、７月の三者面談を通して、家庭と密接な連携が図られている
か

3.8 3.8

・キャンパスカウンセラーによるカウンセリングを実施し、生徒の内面理解がなされて
いるか

3.7 3.6

・問題を抱える生徒の把握と職員の協力体制がなされているか 3.2 3.4

・授業中における秩序が保たれているか 2.7 3.5

・集会等におけるマナーの育成が図られているか 2.9 3.6

・校時を守る生徒の育成（遅刻、中抜け、早退、欠席）がなされているか 2.9 3.5

・あいさつができる生徒の育成がなされているか 3.1 3.2

・学年通信や電話などを通じ、平素より保護者との連携が図られているか 3.6 3.8

・関係諸機関との連携が図られているか 3.5 3.6

・交通安全指導がなされているか 3.5 3.8

・校門での一旦停止と校内徐行の励行がされているか 3.5 3.8

・運転免許取得届と単車・自動車の通学願が提出され、安全運転指導に努めている 3.5 3.9

進路指導体制の充実 ・面接、小論文、作文指導等がなされているか 3.0 3.4 B ・学期に２回は個人面談を実施する。

・生徒の働いている職場訪問を実施しているか 3.1 3.1

・ハローワークと連携し、新規開拓に努めているか 3.4 3.2

・１年次より、基礎学力の充実がなされているか 3.3 3.4

・進路説明会（進学・就職）がなされているか 3.3 3.3

・進路講話が実施されているか 3.5 3.5

・進路指導室の整備（進路選択資料の充実）がなされているか 2.6 2.8

・健康に関する個人情報を担任と共有し、健康観察がなされているか 3.2 3.4

・各行事における救護計画を作成し、安全確保に努めているか 3.3 3.5

・部活動中の事故防止についての対策がなされているか 3.1 3.4

・事故発生時における学校・家庭・医療機関等との連携を確立されているか 3.4 3.6

・定期健康診断等で健康状態の把握と医療機関への受診の勧告がなされているか 3.7 3.6

・体調不良者の健康相談の実施がなされているか 3.4 3.6

・体育科と連携し、性教育の実施がなされているか 3.5 3.2

・キャンパスカウンセラー事業の積極的活用がなされているか 3.8 3.6

・カウンセラーと学校との連携がなされているか 3.8 3.6

・職員研修（心肺蘇生法等）の実施がなされているか 3.7 3.9

教育課程の編成 ・生徒の自己実現を図る教育課程の編成がなされているか 3.1 3.3 B

三修制の充実 ・三修制に向けての教育課程編成の工夫がなされているか 3.4 3.8 A

・学習意欲の喚起と基礎基本の定着を図るための指導がなされているか 2.9 3.5

・指導内容・方法の検討がなされているか 2.9 3.5

・得意科目の伸長が図られているか 2.9 3.3

・生徒のニーズに合わせた多様な講座が開設されているか 2.8 3.4

・基礎学力講座（１学年）は成果を挙げているか 2.9 3.3

・全教師による少人数指導への協力体制がなされているか 2.9 3.2

・評価方法の創意工夫（考査、平常点の確認）がなされているか 3.2 3.5

・高卒認試験、漢検などを利用し、将来への具体的目標を持たせているか 3.4 3.5

・教科，ＨＲ、学校行事等あらゆる場面で指導しているか 3.4 3.6

・人権学習会が実施されているか 3.6 3.4

・県内各種研修会の紹介と参加を促しているか 3.4 3.3

・校内人権教育研修会を実施しているか 3.4 3.4

1)　基本的生活習慣の確立を図る
　①是々非々の精神に基づき、社会のルールやマナーを身につけるなどの社会性を培い、自
主･自立の精神を育む。
　②生徒の実態とニーズをふまえた新たな授業の研究に取り組み、生徒が学習内容を、十分
理解し、学ぶ喜びや成就感が味わえるよう指導方法の工夫改善や個別指導の充実を図る。
2)　全ての教育活動を通じてこころ豊かな人づくりに取り組む
　①個性を尊重する多様で柔軟な教育を推進し、命と人権を大切にし、ともに生きる心を育て
る。
　②学校・家庭・地域職場との連携を密にし、生徒の内面理解に努め、人間的なふれあいに基
づく組織的生徒指導を推進し、きめ細やかな指導を徹底する。
3)　魅力ある学校づくりの推進
　①生徒の実態とニーズを踏まえた教育課程の工夫改善と個別指導の充実を図り、生徒の夢
を実現させる魅力ある学校づくりを推進する。
　②基礎･基本を着実に定着させるため、常に授業研究に取り組み、生徒が学習内容を充分に
理解し、学ぶよろこびや成就感が味わえるよう指導方法の工夫改善に努める。
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・保護者や地域へ参加を呼びかけ、組織化を図る。

・生徒会活動を活発化し、生徒の主体的な計画や運営をサポートしていく。

・関係機関と連携した実際に即した防災訓練を実施する。

・自転車、バイクの点検日を設定する。
・交通事故防止を啓発し、事故対応能力を高める。

・継続的に受験させて、毎年求人票がもらえるよう努める。
・夏季休業中に職場訪問を実施する。

・毎月「保健便り」を発行し、健康に対する意識を高めるようにする。

・人権HRを３学期に実施する。

・定期健康診断の受診率を上げるため、健診後に会議を持ち、受診状況等につ
いて職員全員の共通理解を図り、生徒の指導に当たる。

・キャンパスカウンセラーの活用範囲が広がるよう、全校集会で生徒に日程を伝
え、必要とする生徒の活用を促す。

・シラバスや年間指導計画の定着を図る。

・生徒の要望をアンケート調査する。
・教材を精選して共通のものが使えるように工夫する。
・教師の得意分野が活かせるコースを設ける。

1)　自主性・社会性を育て、基本的生活習慣を確立する。

2)　お互いを思いやり、尊重し、命や人権を大切にする豊かな情操や徳性を養う。

3)　基礎･基本の確実な定着を図り、個を生かし、個をのばす教育を充実させる。


